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課題解決能力を培う家庭科の指導

1主 題設定の理由

平成6年 度よ り施行 される新学習指導要領では,基 本方針の一っ として 『自己教育力の育

成』をあげている。また,社 会の変化に主体的に対応できる能力の育成 を重視するとともに,

生涯学習 の基盤 に立 ち,自 ら学ぶ意欲を高めることを目標と している。

これか らの学校教育 においては,学 習の基礎 ・基本の徹底を図るとともに,獲 得 した知識

や技術を活用 して思考 ・判断 し,変 化の激 しい時代 を意欲的 ・創造的に生 きていくことので

きる能力 と態度 を育成す ることが求 められている。そのためには,こ れまでの一斉授業に代

表 される教師主導の授業形態か ら,生 徒を中心に据える活動型の授業 に変革 してい く必要が

ある。また,知 識 ・理解を偏重す ることな く,学 習過程で習得する意欲 ・関心 ・態度を評価

し,生 徒 の持っよさや可能性を発見 し,生 徒を多面的にとらえることが大切である。

さて,高 校家庭 は新学習指導要領の施行 により,す べての生徒が履修す る科目となる。新

しい家庭科 は家庭生活に関す る知識や技術 の習得を図 るとともに,現 在及び将来の生活に対

する意欲を喚起 し,豊 かな人間性の育成を図る人間教育 としての面を一層強 く打ち出 してい

る。

現在,私 たちを取 り巻 く環境 は,便 利で物質的 には豊かにな り,生 徒は与え られることに

よって満足 しがちな毎 日を過 ごしている。その結果,生 活体験はますます乏 しくな り,日 常

生活に関 して全 く無関心で,自 己の生活の充実 ・向上を目指 して積極的に生活課題 に取 り組

もうとす る姿勢がみ られな くなって きた。家庭科の指導においては,こ のよ うな現実を踏ま

えて,実 験 ・実習,調 査 ・研究等 の体験的,実 践的な学習を通 して生徒自身の生活を見っめ,

その中か ら課題を発見 し,自 分の力で解決 していこうとする能力,態 度を一人一人 に身に付

けることが必要 とな っている。さらに,各 自の家庭生活のみな らず地域の生活にも目を向け,

広 く社会 との関連において,家 庭生活の充実 ・向上を図ろうとす る積極的な実践力を育成す

ることが望 まれる。

そこで,今 年度 は,あ る一っの題材を通 して,課 題解決能力 を育成す る指導を研究す るこ

とに した。新学習指導要領の趣旨を踏まえ,生 徒の主体的な活動を重視 し,特 に指導過程に

重点 を置いて,継 続性のある指導 にっいて研究を深めることに した。
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II研 究 内容

1.研 究主題 に対す る基本的な考え方

(1)課 題解決学習による指導

課題解決学習による指導 とは,一 般 に学習者にある課題を与え,学 習者がその課題 に主体

的に取 り組み,科 学的思考を働かせ,解 決方法や原因を探求す る過程の中で,必 要な知識 ・

技術等を学 び,学 習内容を習得 させる指導方法である。 したがって課題解決学習には

ア 何を解決すれば良いのかという目標 を持てるようにす る

イ どうして課題を解決す ることが大切 なのか考えられるよ うにす る

ウ 結果を予想す る段階を設 ける

ことが大切であり,生 徒が与え られた課題を自分自身の課題 としてとらえることが重要であ

る。また,問 題点を分か りやす くするためには教師の準備や意図的な働 きかけが必要になる。

授業を行 うに当たり,ま ず考え ることは,生 徒が解決に向か ってや ってみようという意欲

を起 こす ことがで きるよう,学 習のね らいに即 して場面を工夫す ることである。そのために

は興味 ・関心の もてる課題を提示す ることが重要になって くる。なぜその ことを課題 としな

ければならないのかが分かれば,目 標がより明確にな り,生 徒は意欲を持 って取 り組む こと

ができるであろう。また教師は,知 識を教え込むのではな く,あ くまでも生徒を主体 としっ

つ,よ りよい方向へと問題意識 をもたせ る指導方法の検討 も大切 になる。そ して,学 習の結

果だけを評価するのではな く,そ こへ到達するまでの過程を重視 しなければな らない。以上

を考慮 して,指 導過程を下表のように5段 階 に分 けることがで きる。

この学習方法は教師による説明を主 とす る学習 とは異な り,課 題解決 の過程 を学び,そ の

方法を身に付 けさせ,生 活 に活用できる力を養 うことが重要である。それゆえ,科 学 の既成

の内容の受容 を重視す るこれまでの系統学習 とは異なり,科 学研究の過程を踏 まえ,そ の方

法を身に付 けさせ,さ らに発展させていく能力を養 うことが重視される。また1っ の課題が

解決される過程で,新 たな課題が引き起 こされ,学 習が連続 してい くことが特徴である。

教師の指導過程

1{課 題}の 提示

2{予 想}の 成立

3{課 題}の 検討

4{課 題}の 解決

5{目 標}の 達成

生徒の心理

「オヤ?」 〔どうしてだろう」

「たぶん～だろう」

「考えてみよう」「やってみよう」

「なるほど」「わかった」

「できた」「ほかにもやってみよう」
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(2)家 庭科 における課題解決学習

ア 意義 家庭科 の学習目標 は,男 女が協力 して家庭生活を築いてい くことの重要性 を認識

す ること,社 会環境の変化に対応 した生活 に必要な知識や技術を習得す ること,主 体的に生

きる力を養 うことである。変化の激 しい今日の社会においては,こ れ らを目標に充実 した家

庭科 の学習が行われて も,習 得 した知識や技術が,生 徒の今後の生活 の中で,そ のまま役に

立っ とは限 らない。さらに,学 校教育の中では,卒 業後の生徒の生涯で出会 うすべての課題

を予測 し,そ れに対する適切 な知識 ・技術を習得 させることは不可能である。

そこで,生 徒自身が,新 しいもの ・変化 していくものに常に対応で きる能力を育成す るこ

とが必要になってくる。言 い換えれば,自 分の生活の中か ら課題 を見っけ られる能力,そ の

課題に対 して,自 分の生活 に即 して最 も適 した解決法を見っけ,行 動に移す ことがで きる能

力を身に付 ける必要があるということになる。

イ 高校家庭科の各領域において課題解決能力を育成す るために不可欠な学習 目標

〈家族 と家庭生活〉

・家庭生活の在 り方を考え,自 らの生 き方を選択す る。

・高齢社会について考え,自 分の問題 としてとらえる。

・将来 を見通 した生活設計を考える。

〈家庭経済 と消費〉

・消費者 としての自覚を持っ。

・適切な商品 ・サービスを選んで購入する習慣 を身に付ける。

・家庭 と社会のっなが りを認識 し,あ らゆる問題が個人の立場から広 く社会へ とつながっ

ていることを実感す る。

〈衣生活〉

・衣料品の利用 ・管理に関す る基礎的な知識 と技術を習得する。

・日常着のデザイ ン ・製作 の過程を生か し,創 造的な衣生活 を営む。

〈食生活〉

・食生活を見直 し,問 題点の改善を試み る。

・食生活の向上を図 る能力を育て,自 発的に考える習慣を身に付ける。

・栄養 ・食品 ・調理に関す る基礎的な知識 と技術を習得 し,科 学的に理解するとともに

現状の食生活 を改善するために役立て る。

〈住生活〉
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・住居の機能を踏 まえたより良 い住まい方を工夫 し,実 践す る。

・住環境 ・経済的条件を考えた上で,適 切な住居の選択をす る。

・地域 ・社会を含め,広 く住環境 にっいて考える。

〈保 育〉

・生命の大切 さを認識 し,健 康な青年期 の生 き方の重要性を理解する。

・次世代を育て る者 と しての在 り方生 き方を考える
。

・こどもを生み育てる環境 を見っめる。

ウ ホームプロジェク トと学校家庭 クラブ活動 これまで も高校家庭科では,学 習 した知識

や技術を実際の家庭生活に活用 し,改 善 していくことを目的 として,ホ ームプロジェク トを

行 って きた。(図1)ま た,地 域 の生活の充実 ・向上 を目的 とした実践活動 と して,学 校家

庭 クラブ活動 が行われている。創造 ・勤労 ・愛情 ・奉仕の精神を基本 とし,研 究的な活動,

奉仕的な活動などを通 して,思 考力 ・判断力 ・応用力 ・創造力などの社会人 として必要な資

質 を養 っている。

これ らの活動 は日常生活 を見っめ,課 題を発見 し,課 題解決の手段を考え,実 践する学習

活動であり,今 後 も推進 してい くことが大切であるが,よ り効果的にプロジェク ト学習を進

めていくためには,日 常の授業 において,生 活の中に課題を見っけようとす る意欲 ・態度 を

養 ってい くことが重要 である。

エ これか らの視点 現在の家庭生活 は,も はや家庭の中だけで完結するものではない。家

庭内の身近にある課題 にっいて考えてい くと,必 ず,社 会や環境 の問題 に関わ りを持っ こと

になる。 このことは,身 の回 りの ものか ら,世 界や地球 といったより大 きな視野に立 ってそ

のことを考える基礎になるということがで きる。家庭科では各領域 にとらわれることな く,

広い視野に立 ち,社 会的問題を自分の生活に引き寄せて考え,改 善策の実践に取 り組み,そ

の成果を家庭生活にフィー ドバ ックする態度を育てるとともに,容 易には解決 しない課題に

対 しては,問 題意識を持ち続 けるよ う働 きかけていくことが大切である。

各 自の象庭 生活の中 に

課 題を見つ ける.

家 庭科 で学 習した こ とを

蓄 に、改善計 西 を立 てる。

実施 した結 果を評価 して、

次 の課 題に続 ける 、
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その ことが生徒が生 きていく上で真の力となり,人 生の様 々な場面で遭遇す る課題 に対 し

て,的 確 な判断力 ・決断力を発揮す る基礎 とな り,さ らにより良 い生活を創造 しようとす る

意欲に結び付 けば,家 庭科学習がその使命を果た した ことになるのではないか と考える。

2.指 導上の配慮事項

(1)動 機づけ…課題を提示 し,生 徒の意欲 を喚起 し,興 味 ・関心のある方向へ もっていく。

② 指導過程…調査→適切 な方法をア ドバイスすることが必要である。

(例)・ 区役所等諸機関の利用方法

・アンケー ト調査用紙 の作成 の仕方,調 査の仕方

・聴 き取 り調査の方法

・専門書の利用の仕方

実験→結果は様々であるので,事 前にそれを予測 した上で準備する。

→ ワークシー トは,で きるだけ生徒が自分で書 き込む形態の ものを工夫

する。

実習→安全に十分配慮する。

研究→授業で学習 した内容を生か し,自 主活動を取 り入れる。

→資料提示の タイ ミングを考え る。

発表→手順 にっいて助言する。

(例)・ 資料(プ リン ト,図 等)の 作成

・資料の提示方法(VTR ,OHP,掛 け図等)

・進行方法

・時間配分

→発表の聞 き方を工夫す る。

(3)考 察……ア 意欲を もって積極的に課題に取 り組 めたか。

イ 課題を適切に解決できたか。

ウ 新 たな問題解決 に発展 してい くことができるか。

(4)評 価……結果よ りも過程を重視 して評価す ることが大切である。

(例)・ 意欲,関 心,態 度の評価

・創造力,思 考力 の評価

・自己評価,相 互評価 の活用
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3.指 導展開例

[事例1]高 齢者の生活 と福祉の指導

(1)題 材名 調査 ・研究活動を取 り入れた高齢者の生活 と福祉の指導

② 題材設定の理由 ライ フサイクルの変化,高 齢化社会の到来,核 家族化の進行などによ り

家族 ・家庭の機能 は大 きく変化 し,行 政 による公的援助 なしには家庭生活は成 り立 たな くな

りつつある。高齢者福祉 に関 して,市 町村で様 々な取 り組みが実施 されているが,ど のよ う

なサー ビスが行われているのか生徒はほとん ど知 らない。そこで,地 域の福祉 の実情にっい

て知識 を得 るとともに,そ れらの諸制度 を活用で きる力量を身に付け,地 域社会を支える一

員 として,社 会に参加する態度を身に付 けることを目標 に本題材を設定 した。

㈲ 学習目標

ア 高齢化社会の現状及び高齢化社会 に関す る諸問題 を解決す る手段 ・方法 にっいて理解す

る。

イ 身近な諸機関の調査 ・研究を通 して,そ の利用方法にっいて知 る。

ウ グループ活動 によ り,協 力 し合 うことの大切 さを認識する。

(4)指 導計画13時 間(第2学 年 女子)

授 業 項 目 時間 授 業 過 程 備 考

高齢者の心身の特徴と家庭 2 ○高齢化社会を迎えていることを身近 VTR「 老 い

生活 な問題 としてとらえる。 を支える」

高齢化の状況 ワ ー ク シー ト

高齢者の心身の特徴 2 ○加齢 に伴 って心身にみ られる変化 に プ リン ト

窯 櫓輝

鞍 蝉 』r.躍 箋隷
'

払,萱 讐 ・ 二人組 で交替で輔 子に乗一

プ リン ト

彰 譜雛 攣 り,ど のよ うな感 じがす るか

薮 轟 、,
体験 してみる。

'ク'ξ ・ γ

難
高齢化社会の諸問題 2 ○新聞の切 り抜きにより高齢化社会の 新聞切り抜き

問題点及び原因などを調べ発表する。
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高齢化社会の現状に関する

実態調査の準備

調査 ・研究活動

社会福祉の意義

高齢者の介護

研究発表

高齢者福祉の課題

1

課外

2

1

2

1

○地域の高齢者福祉の実態 にっいて調

査することを知 る。

○居住地を中心にグループを作 り,調

査する内容 を決める。

○調査及び研究をする。

○施設を訪問する場合は事前に連絡す

る。施設内で写真撮影をする場合は

許可をもらう。

○高齢者福祉 にっいて考える。

○ 日本の福祉 の現状 にっいて諸外国 と

比較 してみる。

○ 「老人たちの孤独な日々 ・福祉国家

デ ンマークはいま」を視聴す る。

○介護のあり方について考え,意 見交

換する。

○調査結果をグループごとに発表する。

○他のグループの発表を聞 き,評 価用

紙 にまとめる。

饗
.望

蕊醸 一

都内地図

区の便利帳,

区報など

カメラ,カセットコーダ

な ど 持 参

●

プ リ ン ト

VTR

プ リン ト

OHPな ど

評価用紙

礁麟翻 鍵

b

ち

○高齢化社会 に向け,積 極的な対応が

できるようにす る。

一q



(5)評 価の観点

ア 課題に対 して意欲的に取 り組んだか。

イ 課題を解決する方法にっいて理解で きたか。

ウ 調査 ・研究 を通 して,高 齢化社会の到来 を自分 自身の課題 として受 けとめることがで き

たか。

工 地域の生活や家庭生活において,そ の時々の課題や条件に合わせて創意工夫をする態度

が身に付いたか。

(6)授 業後の考察

ア 生徒の発表による授業 は,事 前準備の重要性,調 べたことをまとめ,他 人 に伝えること
w

の難 しさなどの課題を残 した。教師 自身 も最小限授業の流れのポイ ントを押 さえ,生 徒の

努力の成果が,十 分発揮できるよう支援す ることが必要であると感 じた。

イ 体験学習,調 査 ・研究活動 は学習内容 をより身近なもの とし,生 徒の問題意識を高める

上で有効であ った。また,在 住地域を中心としたグループ学習に,生 徒は協力 して取 り組

んだ。

ウ 視聴覚機材 を利用することによ って,生 徒に興味 ・関心 をもたせるとともに授業に深み

を もたせ た。

(7)ワ ー ク シ ー ト の 例

(2}在 宅 福 祉 《 介 護 援 助 》

1)ホ ー ム ケ ア サ ー ピ ス{離 肺}

一人暮らしの老人にとつてなくてはならないもの ・軍簾でで塾ないところをmがwz

・ホーム ヘル プサ ー ピス

自分 の身 の 敦わ ワ、家事が で 塾ない考 人の繁露 に 【}を 淑 遭

()サ ー ビス

自分 で隅 理でtな い.栄 費 が儀 って しxう 。…t日 おrに4fをaけ る

・貌間看 口鐘

臓 驚 回復 贋纏 ・介蟹の 仕方 を半伝 う

()の 遇 回

・闘髪サ ービ ス

ぼ け の 症 状 …飽 物駄 がひどくなったりeし や行駄 勘 凱 鰐 くなる

ほけないためには

ぼけ老人の世話

・健康であること

・寧の中に臨じ二もらr人 と綬すること

・奨け身でなく蔚向9に 麟しく遇ご†こと

{)を 擁っで擾する…惰鰭の賓定1安 心畢)

・呼びかける…蔚瀧により壁けの進行を揮さえる

・っじっまの合わない踏しに対して反諭しない

・僻側●のある竜人の矯含 〔}を つける{肇 に閉じ込めておくとほけが早く遮行する

・駁粛●のfib1人 の場合収集も仕事としてanる 〔億人のものも自分のものと息う}

・寝付匙が鳳くなうたり、不眼を誹える時霞眼繭は与えない

・飼覚による輿冒{慧 に泣妻出したり、おこりだt)易 しく晋葉を掛けると露ち驚く

小さな{}を 胴 り当てる

2)デ イ サ ー ビ ス …ぼけ阯 ・ぼけ抑 騨 る

武 蔵 野 市 北 町 高 齢 暫 セ ン タ ー

丑の食事を中心にその前険にいろいろな活動をする 〔書運 ・手整}

〔}が 支えている 〔食事作り.手 蓑を敦える)

3)地 域 に 帳 つ い た ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

ポ ラ ン テ ィ ア の 必 翼 性

畜齢看が爾気になると家露での介震が大変になる…からだの自由がきかない

お隼書 りかち醒が離せない

遷日連寵、憲簾中が重れ家竃崩口の亀険…近断.塊 域の救いの手

旧 杉 並 ・ 老 後 を 良 く す る 会

窺人の墓 ら しを賞査 …多 くの 人が(}で 寝 允9ワ 同然 で困って いる

活題 内響

・tiffっ て嘔 けら

(1に す る。 〔)の 艮 いもの.小 さ く切 る。

デ炉 一 トに県 物を濫 える.汁 もの を激 える。

・辱び 方… おじい ちeん .お ば あち◎ん ではな く 〔}を 呼ぶよ うにす る。

鯵 の不 自由な人 のそ う じ、片付 けな どの手伝 い.病 院 へar取 りにい く.

・一 人の会 風が一 人の毫 人を奨 け袴つ く 方式}

介 曹蔓`訟 〔 }へ の 掻 助

{相 手 の 世 界 に 立 っ て 介 護 》
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[事例2]グ ループ研究及び発表を取 り入れた被服領域の指導

(1)題 材名 衣生活における商品及びサービスの選択

(2)題 材設定 の理由 現在,「 家庭一般」では,充 実 した衣生活を営む ことので きる能力 と実

践的態度 を養 うために,着 用 目的を踏 まえた被服の機能 ・着装,被 服材料 に関す る基礎的な

知識 や日常着のデザイ ン・製作,被 服管理の知識 ・技術を習得 させている。一方,現 在 の衣

生活では,商 品を購入 し利用する機会がふえており,適 切な商品を選んで購入す る能力 を養

う必要があると考えられる。

現時点でどの様 なものを選ぶべ きか,基 礎的な知識 を得 るのはもちろんのこと,生 徒の こ

れか らの生活を考えれば,自 分の力で必要な知識を得て,そ れを用 いて商品及びサービスを

選べるよ うになることが望ま しい。商品及びサービスに関する情報 は,TVのCM・ 雑誌 ・

消費者団体の リポー ト等多種多様なものか ら得 られる。今回はグループで協力 しなが ら,そ

の中か ら必要な知識 自分たちの生活 に役立っ知識を見っけ出 し,そ れを分か りやす く他者

に伝える表現力をっけるために発表をす る。

このグループ研究及 び発表 を通 して,今 後生徒が出会 うであろう様々な新製品 ・新サービ

スやその周辺 の課題に対処 し,適 切な選択がで きる能力を養 うことを目的に本題材 を設定 し

た。

㈲ 学習 目標

ア 衣生活に関連す る商品及 びサービスの現状が認識できる。

イ グループで協力 していろいろな情報源か ら様 々な情報 を収集できる。

ウ 情報の中か ら必要な ことを取 り出 し,分 か りやす くまとめ,表 現できる。

(4)指 導計画4時 間(第2学 年 女子)

授 業 項 目 時間 授 業 過 程 備 考
(分)

グループ研究 15 ○衣生活における商品及 びサー ビスに関するグル メ ンバ ー ・テ ー

準 備 一プ研究及び発表の概要を知 る。 マ記入用紙

・テー マの例 を示す 。

○ テーマ ごとに グループを決 め る◎

・3～4人 の グループ に分 かれ る。

資料収集 課外 ○次回持参する資料を集める。
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資料調べ

(グループ学習)

50 ○持参 した資料か ら発表に必要な情報をまとめる。

・グループごとに集まる。

・学校にある資料 を必要 に応 じて活用す る
。

・必要に応 じて教師に相談 し,重 要 なポイ ント

を落 とさないようにする。

資料

発表準備 課外 ○不足 している資料を探 し,調 べる。

○発表時にクラスに配 るプ リン トを作成す る。

○発表の練習をする。

印刷原稿用紙

(各 グループ

B4,2枚)

研究発表 100 ○各グループのプ リントを冊子 にまとめる。

○発表…自分のテーマの発表をす る。

他 グループの発表 を聞 き,ま とめる。

○まとめ…全体の感想をまとめ,発 表 の評価をす

るQ

グループの プ リ

ン ト

ワー ク シー ト

⑤ 評価の観点

ア テーマに関する情報 を幅広 く集め られたか。

イ 調べた ことを要領 よくまとめられたか。

ウ 聞 き手 に分か りやす く発表で きたか。

工 取 り上 げられたテーマの商品及びサービス

について問題点を含め理解できたか。

オ 今後の生活 にっなげる意識を持てたか。

(6)授 業後の考察

メージを持ちっっ,

ア グループごとに自由にテーマを決めたので,全 体のイ

自分達の興味を持っ事 に積極的に取 り組めた。

イ 資料調べの際には,教 師のア ドバイスのみでな く,お 互いの資料を見 ることで,様 々な

情報源が存在す ることを実感で きた。

ウ 情報源によ り,異 なるデータが得 られ ることもあり,そ れを利用 して,実 際 に良い悪 い

を判断す るのは自分自身であるとい うことが理解で きた。

工 発表や冊子 にテーマの特徴や グループの個性が表れてお り,興 味深 く聞 くことができた。
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オ 冊子が手元に残 るので,必 要 な時に読み返せると共 に,今 後の生活でも様々な ことを考

えてみようという意欲にっながった。

(7)ワ ー ク シー トの記 入例

洗

洋

洗

選

発 表 容 感 想

・洗顔の仕方 ・洗顔料 は安全か ・自分に合った物を

顔 ・ニキビを作 らなくするような生活など ・ふ きで ものが出やすい私達の

年代にとって聞 く価値があったと思いました。

・洋服の機能性にっいて ・シルエ ットについて ・マテ リアル柄について ・

被服材料の加工と用途 いっ も着ている洋服 にあれだ け多い機能性 とシ方
ルエットがあるとは知 りませんで した。
・色柄 ・デザイ ン・値段をよく考えて服を選ぼうと思いま した。

・洗剤の歴史 ・汚れを落とす目的 ・要求するもの ・汚れが落ちるしくみ

全 性 ・合成洗剤の安全性 と環境問題にっいて 環境にやさ しい洗剤 ・人体に

安全な洗剤選 びは重視 していきたいと思った。

ア ク セ サ リー や 洋 服

によ る皮 膚 ア レルギ ー

・エステの必要性や危険性,ね らいは何か

・心の悩みがあったりすると美 しくなれない事 がわか りま した。エ ステ

に通わなくても若々 しい健康作 りをしていきたいと思います。

・有害物質を含有する家庭用品にっいて ・皮膚を刺激する用品

とて も難か しい問題で したが詳 しく調べていま した。 ア レルギーの可能

性など身近な,自 分に当てはまるかもしれない事 なのでためにな りま し
た。

最 もいろいろな角度からアプローチ していた発表のテーマ 洗剤の安全性

一番分かりやすかった発表のテーマ

靴の選び方

何を

調査 したか。

"I
you消 費 者"よ り,下 着 にっ いて調 査 しま した。

テンポよくできたと思います。みんなに話を聞いて もらえるように体

操などを取 り入れたっもりです。

紙を見なくて も説明できるほど練習すればよかったと思います。

。全体の発表を聞いた感想 とこれか らの生活にどう生かしたら良いかまとめなさい。

みんなの発表は最近話題性のあるものから日頃身に付けているものにっいてまで様々に調べてあっ

てとて もわかりやすかったです。何事にも常 に注意深 く物事を見っめ直 さなければいけないと思 いま

した。冊子 も作ったので後で読み返す ことができるのでいいと思います。

※1ク ラス7グ ループ(平 均3～4名)に 分かれて,研 究 ・発表 した。

ほかに,「 靴 の選び方」「下着の選び方」をテーマと したグループがあった。
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[事例3]選 択 「食物」における食生活改善 を図 る指導

(1)題 材名 食生活を見っめなが ら食品を選択す る目を養 う

② 題材設定の理 由 食生活における課題解決学習 は,自 分の食生活をまず見っめ直す ことか

ら,生 徒一人一人が安全で健康的な食生活を目指す ことを目標 に設定 した。

現代 は,豊 かな食品に囲まれ多種 の食品を選ぶことができる状況にありなが らも,様 々な

調査などによると1日 に摂取す る食品数 は厚生省 の目標である30品 目をはるかに下回 ってお

り,栄 養素の摂取の面か らみて も,極 めて貧 しい食生活となっている場合が多い。特に若者

の場合,洋 食化が進み,身 の回 りにある機能性 を重視 した食品に頼 って安易な食生活を送 り

がちである。そこで身近な食品を通 して,自 分の食生活の問題点を知 り,健 康を考えた時に

どのような食品をどれだけ食べれば良 いのかという食品の選び方を学 ぶことを目的に,本 題

材を設定 した。

指導方法 としては,食 生活診断の実施や調査,実 験,VTR等 の活用 により,食 に関す る

情報を選択 し,自 分の食生活の向上 に結び付 けられるかとい う課題に対 し,個 々の生徒が能

動的に授業に参加で きるように指導内容を検討 した。また解決する過程 を大切 に し,漠 然 と

した認識 を自分の問題 として受 けとめることができるよう工夫 した。

(3)学 習 目標

ア 実験,調 査 を通 して身の回 りの食品の安全性 ・衛生 ・栄養上 の問題点を見っける。

イ 自分の食生活を振 り返 り,ど のような食品をどれだけ食べれば良 いのかという食品の選

び方 を理解する。

(4)指 導計画21時 間(第3学 年 選択 「食物」 男女)

授 業 項 目 時間 授 業 過 程 備 考

栄養 にっいて 4 ○簡単な食生活診断を通して,食 生活に対する関

心の薄 さに気付 く。

○栄養素の働 きにっいて学ぶ。 VTR「 栄養素

○食品が四つの食品群によって分けられることを のはた らき」「四

知 る。 っの食品群」

○自分の栄養所要量と食品群別摂取量を調べる。 ワ ー ク シ ー ト

〇四っの食品群を使った献立作成の練習(各 自)

2 ○自由献立の調理実習(班 ごと)
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1 ○自由献立の栄養的な問題点を考える。

身の回 りの食 i ○食品の製造年月日,保 存状態を調べ る。 調査用紙

品について ○私 たちの回 りの加工食品にっいて知 る。

2 ○加工食品のうち,機 能性食品を取 り上げ,食 品 成分表

の機能を知 らせるとともに,身 の回 りの食品で 試食用サ ンプル

は補 え ないかを調 べ る。(Ca,Fe,食 物繊維) ワ ー ク シ ー ト

2 ○調理実習(Ca,Fe,食 物繊維の多いお弁当)

(班 ごとに1品 ずつ作 りお弁当にする)

安全にっいて 2 ○食品添加物の表示について調べる。 調査用紙

(自宅 にある物)

○食品添加物,輸 入食品,農 薬などについて問題 VTR「 食品添

点,選 び方にっいて考え る。 加物」

○身の回 りの食品 の安全性を考える。

2 ○食品添加物実験 ワ ー ク シ ー ト

まとめ 5 ○栄養を考えた献立を四っの食晶群を使い各自が 献立作成用紙

考 え る。 献 立(朝 昼 ・孜 ノ

○調理実習

(上記献立より班

旺 瓢璽 亭 覧朝繍 ぱ

で1っ 選択する)

○食生活診断2回 目

○献立作成,食 生活

診断を参考に,自

歴轡 絶
一

一 ㊥㊨ξ葱
ゴ'しつト ー聞 簡 婚イ ヒつみ

分の食生活をどの様に直せば良いか, レ ポ ー ト

を書 く。

○健康に暮 らすための食品の選び方をまとめ,自

分の食生活に生かす方法を理解する。

(5)評 価の観点

ア 食生活診断等 によって自分の食生活に関心を持 ち,問 題 を見っけることがで きたか。

イ 食品の安全性 にっ いてVTR,実 験,調 査などを通 して理解することがで きたか。
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ウ 献立作成を通 して,食 品の持っ栄養や,食 品の分類の仕方が理解で きたか。

工 調理実習を通 して,食 品の概量や調理法が理解できたか。

オ 生徒一人一人が どのような食品をどれだけ食べれば良いか等,食 品を選ぶ力を身に付 け

られたか。

⑥ 授業後の考察

今回の授業で は生徒が自分の問題 として食生活 を考え られるようワークシー トを工夫 して

指導 した。また食生活診断を行い,具 体的 に数値で問題点 を理解で きるように した。その結

果,生 徒に自分の食生活 を改善 しよ うとい う意識が育 ったようである。

ア 初 あに食生活診断によって,自 分の食生活の問題点を数値 として見せたことが理解 を助

けた。

イVTRの 活用 は栄養について簡潔に理解 させ るのに効果があった。

ウ 実験,実 習,食 品の試食などの体験学習を通 して食品 の問題点 や取扱 いが身 に付 いた。

エ お弁当の実習では各班 ごとに1～2品 ずっ料理 を作 るということで,時 間を有効に活用

で き,1班 ずっではできない品数の料理を時聞内に作 り,試 食で きた。この方法は今後取

り入れていきたいと思 う。

オ 目標設定か ら解決までの時間が長 く,生 徒に継続 して課題意識を持たせるのが難 しか っ

た。また評価 にっいては提出物中心 になりがちなので,授 業中の評価方法を今後の課題 と

して考えていきたい。

(7)生 徒の感想

ア 私の食生活 は良 い時 と悪 い時の差が激 しいので,規 則正 しい食生活を送 りたい と思 う。

イ 今までは簡単 に作 っていた り,食 べたいものだけ食べたりといろいろ直す ところがあっ

たので,こ れか らは時間がかかっても

料理を作 っていきたい。

ウ もう少 し和食 を多 く取 りたい。また

今は親任せなので,自 分の意見を取 り

入れてもらい改善 していきたい。

工 身近なところに栄養のある食品がた

くさんあるので,自 分の食事 にもいろ

いろ取 り入れていきたい。
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[事例4]加 工食品の活用 を中心 とした食物領域の指導

(1)題 材名 加工食品の特徴 とその利用

② 題材設定の理由 飽食の時代 と言われて久 しいが,数 多 くの食品に囲 まれ,食 に関す る情

報の氾濫す る中で,私 たちの食生活は豊か とは言えない状況にある。本校でのアンケー ト調

査において も,足 しげ くハ ンバーガーショップに通い,空 腹になるとカップ麺を食べ,清 涼

飲料を日に何度 とな く飲む生徒たちの姿が浮かび上がって きた。また,家 庭内の食生活にお

いても,食 料費支出に占める加工食品の割合 は年々増加 しており,完 全 な手作 りによる食生

活はいまや不可能 とな りつつある。そこで,生 徒が加工食品を多用 している食生活を振 り返

り,そ の中か ら問題点 を見つけ出 して改善 していく能力を培 うために本題材 を設定 した。私

たちは日頃便利に利用 しているに もかかわ らず,加 工食品を否定的にとらえがちであるが,

本題材 の設定 においては,現 状に即 して最大限活用するように配慮 した。

(3)学 習 の目標 ア 身近にある加工食品 の存在を認識する。

イ 加工食品の利用状況 について理解を深める。

ウ 加工食品の長所 ・短所を理解 し,食 生活に上手に取 り入れる能力を養 う。

工 私たちの食生活の問題点を加工食品の利用 と併せて考え,日 常の食生活

の諸問題を解決す る能力を養 う。

(4)指 導計画9時 間(第1学 年 男女)

授 業 項 目 時間 授 業 過 程 備 考

加工食品の種類

加工食品の分類

i ○身の回りに多 く存在する加工食品を認識する。

○班 ごとに具体的に食品名を挙 げ,全 体で大

まかに分類する。

○実物を提示しながら種類について補足説明する。

○次回の試食 にっいて予告する。

ワークシート

掲 示用紙

加工 食品

加工食品の試食 2 ○班 ごとに持参 した加工食品を指定 された調

理法に従 って調理 し,試 食する。

○結果(食 品名 ・価格 ・調理法 ・味 ・感想)

を記録す る。

ワークシー ト

加工食品の特徴1 1 ○試食の結果記録をもとに加工食品の長所 ・
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長所 ・短所 を考える 短所について話 し合 う。

○生徒の班での話 し合いをもとに加工食品の ワークシー ト

特徴を整理す る。 食品成分

○特に,ビ タミン・食物繊維 の不足,塩 分の 表

過剰摂取,味 が画一的であることを強調する。

加工食品の特徴2 i ○実際に試食した加工食品の中から食品添加

食品添加物にっいて 物を抜き出し,使 用目的 ・注意点を理解する。

加工食品の利用状況 ○加工食品が多用されている現状の食生活に 資料

ついて理解 を深める。

加工食品の上手な利用 1 ○加工食品の特徴を踏 まえた上 で,試 食 した

食品の問題点を改善する方法を班で検討する。

○生徒食生活 アンケー ト調査の集計結果 ・現 集計結果

代食生活の問題点(学 習済み)も 参考にする。

加工食品を食生 2 ○検討 した改善方法に従って調理する。 ワークシー ト

活に活かす実習 ○その結果,改 善 された点,さ らに残 した問

題 にっいて話 し合 う。

学習後の発表会 i ○試食か ら改善 までの結果を,班 ごとに発表 ワークシー ト

し,ま とめ とす る。

○加工食品の情報交換会としても活用 し,今

後の食生活に役立てる。

キ ー ワー ドを使 った 1 ○加工食品の学習をキーワー ドを使 ってまとめる。 ワークシー ト

まとめ ○今後,加 工食品を食生活にどのよ うに取 り

入れていくかにっいて作文す る。

(5)評 価の観点 ア

イ

ウ

身の回 りの加工食品 の存在を認識できたか。(班 学習 ・ワークシー ト)

加工食品の特徴を理解す ることができたか。(ワ ークシー ト)

加工食品を利用 してその問題点に気付 くことができたか。(班 学習)
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エ 加工食品の問題点を改善 し,食 生活 に上手

に利用す る方法を考えることがで きたか。

(実習後の記録用紙提出による)

オ 加工食品の利用 と併せて自分の食生活 を振

り返 る機会 となったか。(学 習後の作文)

(6)授 業後の考察 今回本題材 の指導計画を立 てるに当たっては,生 徒が自ら考える機会を増

や し,現 状での問題点が少 しでも改善されるように工夫 した。さらに,こ のよ うな改善 の積

み重ねが,食 生活を大 きく変 えてい くことを実感するよ う配慮 した。

その結果,本 題材の実践を通 して感 じたことは,生 徒 は教師の予想以上に,自 ら考える力

と行動力を持 っているとい うことであ る。時間をかけて順序よ く導 くことによって,問 題点

を認識 したり,解 決 しようとする意欲を引き出すことがで きた。本事例 の実践5・6時 限

(実習)で は,通 常の調理実習以上 に積極的に取 り組む生徒の姿が見 られた。 また,班 での

話 し合 い,意 見交換 も予想以上に活発なものとなった。

その一方で,題 材の設定および指導の上で以下のような課題を残す ことになった。

ア 生徒の加工食品に対す る否定的なイメージは根強い ものがあ り,"体 に良 くない"と 考 え

る者がいた。 もはや,加 工食品に依存 しない食生活 は不可能に成 りっっある現状をかんが

み,工 夫 して利用することの意義を考えさせ るよ うに したい。

イ 試食 して改善を施す加工食品 は,生 徒の日常利用 しているものを選択 させたが,そ の結

果,食 品数が多 くな り,改 善方法の検討を行 うに当た り教師の幅広 い知識 と経験および考

え方 の柔軟性が要求 された。

ウ 改善の方法を検討す る際に,目 標を低 く設定 し,安 易に実行 して しまう生徒がいた。

工 本校生徒 の実態 より,加 工食品の改善が感覚的な面を重視 したもの となったが,食 品成

分表等を用 いて数字で改善 の状況を認識 させ る必要を感 じた。

オ 熱心に検討を重ね,様 々な工夫をして調理 したに もかかわ らず,"何 も手 を加えな い方

がおい しか った"と い う生徒 もいた。画一的な味に慣 らされた味覚の問題にっいても,も っ

と掘 り下 げる必要があった。
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[事例5]ご み問題 を中心 とした住生活領域 の指導

(1)題 材名 住環境を買い物袋を通 して考える

② 題材設定の理 由 住領域 にっいては,他 領域に比べて授業を展開 していく上で課題等が多

いことか ら,こ れ まで積極的な敢 り組みがあまり見 られなか った。 しか し,住 居 は家族の日

常生活の場であ り,人 間が生命活動を営んでいく上で必要不可欠 なものである。

また,人 間 は住居 を拠点 として家族 と交わ り,地 域及び隣人 とかかわり合 う。家族関係が

希薄化 し,地 域 の連帯感が薄れて きた今日,住 居及 びそれを取 り巻 く環境 について学習す る

ことは豊 かな人間関係 を育む上で も大切である。

近年,諸 外国で は地球的規模で環境問題に取 り組んでいるが,こ の問題 を自分 の問題 とし

て考えている高校生 はどれだけいるだろうか。一部 の生徒を除いて,漠 然 と した認識で しか

環境問題 をとらえていない者が多い。そこで,住 生活の学習の中で環境問題にっいて取 り上

げることに した。特に,ご みが家庭内で増えていることに着目 し,個 々の努力がまわ りの社

会環境の美化に大 きな影響を与え ることを認識 させたいと考え,本 題材を設定 した。

㈲ 学習 目標

ア ごみ問題を身近な問題 として認識する。

イ 買 い物袋に関す る調査,実 習を行 うことによって,高 校生一人一人の努力が社会環境を

変えてい くことにっながることを理解す る。

(4)指 導計画8時 間(第2学 年 女子)

授 業 項 目 時間 授 業 過 程 備 考

家庭学習 ○夏休みの課題として住環境に関する新聞 ・雑誌

の記事の切 り抜 きをまとめる。

住環境に対す 2 ○ ごみに対す る意識調査(ア ンケー ト)を 行 う。

る動機づけと ○ ア ンケ ー トを まとめ る。

問題点

家庭の中のこ ○家庭の中で考えられるごみを居住空間別にあげ, ワ ー ク シ ー ト

みにっいて グループ ごとに項目別に検討す る。

ごみの現状 ○家庭か ら出されるごみの多 さに気づ く。
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家庭学習 ○販売店でもらう袋の収集と調査

買い物袋の収 (その袋に日付,店 名,購 入 した物を記入す る)

集 ※次回授業までの1週 間を使 って収集す る。

買い物袋の必 i ○家庭学習で収集 した袋を持参する。これを1枚 ワ ー ク シ ー ト

要性にっいて ずつ項 目別に集計,発 表す る。

考える ○再利用の方法を考える。

○これらの袋が不必要な過剰包装の結果であるこ

とに眼を向ける。

○袋 の材質 にっいて知 る。

○買い物時に布袋を利用する方法を提案する。

※次回授業までに布 と糸の用意をす る。

買い物袋の製 3 ○買い物袋(布 製)を 製作す る。 プ リン ト

作 ○使い心地を試す。

家庭学習 ○次回授業 まで本人がモニターになってたたんで ワ ー ク シ ー ト

持ち歩 き,使 用 してみる。

住居のまわ り 2 0買 い物袋を使用す ることが,家 庭内で ごみを減 ワ ー ク シ ー ト

の環境にっい らす ことにつなが ったかどうか考え,発 表する。

て ○ これまでの学習を踏 まえ,住 居のまわ りの環境 VTR

にっ いて考 え る。 「住環境を考え

○自分たちの住んでいる地域における自治体の取 る」

り組み状況を広報や区役所などからの資料をも

とに学 ぶ 。

○自分たちの住居の中の環境 を改善することが,

住居のまわりの環境を改善することと密接な関

係をもっていることを知 る。

※製作 した買い物袋を提出する。

(袋の評価をする)
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(5)評 価の観点

ア グループ学習,家 庭学習 に意欲的に取 り組んだか。

イ 販売店でもらう袋に関 して材質や ごみ問題か ら理解することがで きたか。

ウ 買い物袋を作 ることによって ごみ問題 を自分の問題 としてとらえ,自 らの生活に結 びっ

けて考えることができたか。

エ ごみ問題を通 して住居の内外の環境の関係を把握できたか。

(6)授 業後 の考察

今回の授業では,こ れまで積極的な取 り組みが見 られなか った住領域を,身 近 な題材であ

るごみ問題 と買 い物袋の製作 を取 り上げることによって,具 体的な実践の方向へ と導 けるよ

う配慮 した。

ア 住環境に関す る新聞等の切 り抜 きをまとめたことと,販 売店で もらう袋の収集 と調査は,

動機づけに十分効果があった。

イ 家庭学習を多 く取 り入れたことによ り,そ れだけ身近な問題であることは理解 したよう

だが,次 の授業まで日数があったため忘れて来 る生徒 もいた。

ウ 買 い物袋(布 製)を 自分で製作す ることによって,使 用す る意欲がでた。

工 生徒は買 い物袋(布 製)の 使用がごみを減 らす ことにっなが り,結 果的に社会環境に影

響することを理解 した。

オ 今回,住 領域において買い物袋(布 製)製 作を取 り上げたが,こ の題材 は消費者教育の

一部 として取 り上 げることもできるし,ま た,被 服実習の導入 として,手 縫 いを用いて基

礎縫 いの練習や ミシン,ロ ック ミシン等の使用方法を含めて学習できると思 う。

(7)生 徒の感想

ア 販売店で もらう袋をクラス分集計 してみて,

あまりの多さにとて も驚 いた。「無駄 なんだな

あ」 と思 った。

イ 袋作 りは簡単で時間内にきれいにで きた し,

自分で作 ったものが役に立っのは うれ しい。

ウ 全体 を通 して,ご み問題解決を身近なものに

感 じた。'
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[事例6]環 境問題を通 して生活認識を深める住生活領域の指導

(1)題 材名 環境問題 と住まい方

(2)題 材設定の理 由 住生活領域では,住 居を取 り巻 く環境問題 に着目 し,自 分 自身の身近 な

問題 として,ま た自らの課題 として住 まい方 を考え られるようこの題材 を設定 した。

健康で快適な住生活 を営むためには,衛 生的かっ安全な生活環境が必要不可欠である。ま

た,地 域環境 に対する配慮 は,私 たち一人一人のライフスタイルとも関連すると考えられる。

日常生活 は地球資源の消費によって支え られている。その資源 ・エネルギーの大量消費は,

地球の自然破壊や身近な生活環境の悪化などの環境問題を引 き起 こしている。環境問題 の解

決 は行政による政策のみならず,生 活者 の問題意識や実際の行動が重要 なカギを握 るもので

ある。広い視野に立 って環境問題の現状 を認識 し,自 分の住まい方が環境 にどのような影響

を与え るのかを理解す ることが大切 となる。社会 との関わ りの中で生活全般を見通 し,自 分

と環境 との関わ りに対する認識 を深め,住 まい方の改善 ・工夫に持続的に取 り組んでい こう

とする意欲や態度が求め られる。

そこで"ThinkGloballyActLocally"考 えは地球規模で行動 は足元か らを念頭に,よ り

良い住まい方 にっいての知識や情報収集手段を選択す る能力 を調査活動 ・実験を通 して体験

的に身に付けることを目的 として本題材を設定 した。

(3)学 習目標 ① 環境問題 の現状 を理解 し,解 決への取 り組み策を考える。

② 自分の行動が環境へ どう影響するか,そ の環境が自分にどう影響するかを

認識す る。

③ 収集 した情報 と自分たちの意見 ・考えをまとめたものをグループ研究報告

書 として作成す る。

(4)事 前準備 ① 「環境」 に関する新聞 ・雑誌の記事収集。(新 聞 ・雑誌名,日 付)

② 「環境」に関す る書籍調べ。(題 名,著 者名,出 版社,価 格)

③ 作文 「地球 を救 うために,い ま私 たちができること」

(5)指 導計画14時 間(第2学 年 女子)

授 業 項 目 時間 授 業 過 程 備 考

1環 境問題へ

の取 り組み

(地球環境問題)

2 ○学習計画をもとに調査 ・実験を主 とした学習活

動の重要性を認識する。
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・環境に関す

る意識調査

・地球的規模

の環境問題

・グループ研

究 の準備

○飲み水 ・ごみ ・環境問題 に関するア ンケー トを

実施する。環境 に対する意識の確認 と現在,国

際的に取 り上げ られている地球環境問題を認識

する。7

0以 上を基に,興 味を持 って選んだテーマごとの

グループ編成を行 う。

○研究テーマについて話 し合 う。テーマ決定。

ワークシー ト

集計中に 「環境

に関する書籍一

覧」記入

環境庁資料

書籍 「地球 にや

さしい生活術」

2.「 ごみ」の

問題

・行政活動の

状況

・校内の実態

2 ○私 たち消費者全員がごみ問題 に関わっているこ

とを再認識する。

○行政活動 として,大 田区 リサイクル推進課など

の取 り組みを理解す る。

○ リサイクル社会 を目指す現状 と問題点。

○校内のごみ収集場所の状況等ごみの実態を知 り,

改善策 を考える。

VTR「 裁かれ

るのは誰だ ・ゴ

ミ法廷」

ワークシー ト

資料 プ リント

校内写真

3.「 水」の問

題

・上下水道の汚

染状況

2 ○水資源の状況,お い しく安全 な水についての認

識を深める。

○東京都水道局の事業内容を知 る。

VTR「 水 の問

題 」

ワー ク シー ト

4.校 外学習

・大田区立生

活セ ンター

2 ○グループ研究活動(係 担当者への質問 ・リサ

イクル ショップの見学 ・資料調べ)

○生活セ ンターの役割,地 域施設の重要性を認識

する。

ス ライ ド 「ゴ ミ

を減 らす 」

ワー ク シー ト

5.実 験

・水道 水 と ミ

ラルウォーター

・生活排水

2 ○水道水 と ミネラルウオーターを飲み比べる。

○水道水の残留塩素 を測定す る。

○生活排水 のCOD値 を測定する。

○結果 を発表,水 を汚さない生活の工夫について

話 し合 う。

ワー ク シー ト

パ ックテス ト

資料 プ リン ト

6.グ ループ研

究原稿作成

2 ○原稿作成上の留意点を確認す る。

○各 グループが取 り組んできたテーマの調査 ・研

究 を報告書用紙にまとめる。

ワ ー ク シ ー ト
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7製 本 2 ○原稿を 『グループ研究報告書』 として製本。

○各 グループの発表 を行 う。

・発表会 ○他のグループの発表を聞 き,評 価をす る。 ワ ー ク シ ー ト

○環境に関わる 「住 まい方」にっいての考えをま

・ま とめ とめ る。

(6)評 価の観点

地球環境問題 の現状 を現実 の生活 と併せて認識で きたか。(新 聞記事 ・書籍 ・作文)ア

イ

ウ

エ

オ

カ

環境問題を身近な課題 として認識で きたか。(ア ンケー ト調査 ・グループ研究 ・実験)

地域住民の生活をバ ックア ップする行政 の活動 を理解で きたか。(校 外学習)

校内の環境実態を知 り,改 善策を考え,実 行で きたか。(授 業後の感想)

情報収集の手段を偏 りな く取 り入れ ることがで きたか。(グ ループ研究報告書)

課題解決に向けての取組み計画 ・手段にっいて理解できたか。(グ ループ研究の分担)

(7)授 業後の考察

ア 事前の課題 により,環 境問題に対す る興味が高められた状態で授業 に取 り組 めたが,他

教科 との関連 ・連携 も考慮すべ き題材であった。

イ 実験 により,水 質汚染の状況を視覚的に捕えることがで きた。今回,パ ックテス トを使

用 したが,簡 便で効果的であった。 しか し,生 活排水の実験をする場合,試 液 に何を選ぶ

かを十分検討する必要がある。

ウ グループ研究による活動は,積 極的に施設等を訪問 したグループもあれば書籍による調

査 を中心にまとめたグループもあり,様 々であったが,自 主的にグループの分担責任 は果

たされていた。

工 環境問題は単独ではなく 『住 まい方』すべてに関わ って くることなのだ,と いうことに

一人一人が気付 き
,改 善行動を起 こそ うとする意欲を養 うことを目的 に授業を展開したが,

授業の前後の関連を重視 した,様 々な角度か らのアプローチが重要であることを一層強 く

感 じた。
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皿 研究のまとめ と今後の課題

本年度の教育研究員 は,『課題解決能力を培 う家庭科の指導』をテーマに,課 題解決能力

は特定の実験 ・実習,調 査によってのみ培われるものではな く,学 習過程の中で身に付 ける

ものであるとの観点に立 って研究 した。生徒 自らが課題意識を もって改善 ・解決 していく意

欲 と実践力 ・自己教育力を身に付けることを目指す ものである。

指導事例では,指 導計画の中の 「授業過程」に継続性 ・関連性を持たせ,生 徒自身が生活

に関わる課題 に眼を向け,体 験的に自ら課題解決へ と導 く過程を重視 した。生徒主体の活動

を中心 に,家 庭経営 ・衣生活 ・食生活 ・住生活の各領域を取 り上げ題材設定を行 った。

事例1で は,地 域における福祉の現状にっいて認識 し,高 齢者 に関する諸問題に対応でき

る手段 ・方法にっいて調査 ・研究を実施 した。事例2で は,衣 生活に関わ る商品 ・サービス

の現状 の認識 と収集 した情報 の中か ら必要な ものを取 り出 し,ま とめ ・発表す る活動 を行 っ

た。事例3で は実験 ・調査を通 して,身 の回 りの食品の安全性 ・衛生 ・栄養上の問題点を見

っけ,食 生活を改善 しようとす る態度の育成を図 った。事例4で は,加 工食品の長所 ・短所

を理解 し,利 用状況を認識 した上で問題点を見っけ出 し,改 善方法を考え,食 生活を振 り返

るきっかけとした。事例5で は,ご み問題に関する調査 ・実習 を行 い,一 人一人の努力が社

会環境を変えることを買 い物袋を通 して考えさせた。事例6で は,環 境問題 の現状 と課題意

識を持 った住まい方について調査 ・実験を通 して理解 させ,そ の結果を表現す ることを試み

た。

以上 の事例を通 して,課 題を解決 しようとする意欲 は,生 徒にとって身近な題材の設定や

継続的 な授業展開で,引 き出す ことができることを確認 した。ただ し,テ ーマを通 して一っ

の問題点を提示 しても,そ れを受 け止 める生徒の感覚 は様々であるので,反 応 をある程度予

測 し,そ れ らに対す る配慮や授業準備が必要である。また,発 問の内容や タイ ミング,そ の

課題に対す る教師の熱意が生徒の心 を揺 り動かす要因の一っになっていることを感 じた。最

終的には,学 習過程 における努力を認め られること,自 分 自身が課題を解決 したという充足

感を得 ることが,次 の課題解決へ向けての意欲にっながる。そ して,課 題解決学習を くり返

し経験することにより,実 践力が身に付 いてい くものと考え る。

今後 は,生 徒の課題解決の意欲を発展的に導 き,達 成感 ・成就感を味わい,よ り良 く生 き

ようとする意識 に継続するよう,一 層の教材の精選が必要である。また,課 題に取 り組む態

度や調査 ・実習等をどのように評価 してい くか,評 価法の研究 も課題 として残 されている。
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